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第２四半期業績予想と実績との差異に関するお知らせ 

2023 年８月８日に公表した 2024 年３月期第２四半期の連結業績予想と実績に差異が生じましたので、下記のと

おりお知らせいたします。また、予想を公表していなかった個別業績について、2024 年３月期第２四半期の実績と

前期実績に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

記 

第２四半期連結業績予想と実績との差異について 

2024 年３月期第２四半期 連結業績予想と実績との差異 （2023 年４月１日～2023 年９月 30 日） 

差異の理由 

前回（2023 年８月８日）業績予想時と比較すると、鉄鋼において原料価格が想定より低く推移したことによるメタ

ルスプレッドの改善や、電力での売電価格に関する一過性の増益影響（売電価格の指標となる石炭の輸入貿易

統計価格と当社購入価格の差異）、固定費を中心としたコストの改善などにより、営業利益、経常利益、親会社株

主に帰属する四半期純利益は増益となりました。 

１株当たり

四半期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 1,270,000 80,000 70,000 65,000 164.59

実績(B) 1,253,833 92,142 91,601 80,348 203.44

増減額(B-A) △ 16,166 12,142 21,601 15,348

増減率(%) △ 1.3% 15.2% 30.9% 23.6%

（ご参考）前期第２四半期実績
（2023年３月期第２四半期）

1,169,657 19,771 41,826 28,008 70.96

親会社株主に
帰属する

四半期純利益
売上高 営業利益 経常利益



第２四半期累計期間の個別業績について 

2024 年３月期第２四半期 個別実績と前期実績との差異  

 

 

差異の理由 

前期第２四半期実績と比較すると、在庫評価影響の悪化や、IT・半導体分野や建築向けなどの需要低迷による

素材系事業での販売数量の減少があったものの、鉄鋼においてメタルスプレッドが大幅に改善したことにより、経

常利益、四半期純利益は増益となりました。 

 

以 上 

１株当たり

四半期純利益
百万円 百万円 百万円 円 銭

前期第２四半期実績(A)
（2023年３月期第２四半期）

655,512 29,322 25,726 65.04

当期第２四半期実績(B)
（2024年３月期第２四半期）

662,860 58,521 50,241 126.96

増減額(B-A) 7,348 29,199 24,515

増減率(%) 1.1% 99.6% 95.3%

売上高 経常利益 四半期純利益


